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病院に入院している患者の死亡率や転倒・転落発生率、せん妄発生率などを低下させるた

めには、エビデンスに基づく実践（Evidence-Based Practice：EBP）※1を推進することが重

要です。そのためには、効果的な EBP 教育プログラムの整備が必要不可欠ですが、従来の

EBP 教育プログラムには、EBP のすべてのプロセスに関する教育が含まれていないことや、

厳密な方法で EBP 教育プログラムの評価が行われていないという課題がありました。 
大阪公立大学大学院看護学研究科の古木 秀明研究員らは、EBP のすべてのプロセスに関

する教育を組み込んだ新たな教育プログラム※2 を開発しました。そして、日本国内の病院に

勤務する看護師 87 人を対象に、本プログラムを実施する介入群（44 人）と、実施しない対

照群（43 人）に分け、本プログラムの効果を無作為化比較試験※3で評価しました。 
その結果、介入群は対照群と比較して、介入直後および介入 2 ヶ月後において、EBP の知

識・技術のスコアや EBP の実践のスコアが有意に高いことが示されました（図）。 
この知見は、本プログラムが看護師の EBP の知識・技術の向上と EBP の実践の促進のた

めの効果的なアプローチであり、患者の死亡率や転倒・転落発生率などの改善につながる可

能性があることを示唆しています。 
本研究成果は、2025 年 10 月 26 日に国際学術誌「Japan Journal of Nursing Science」に

オンライン公開されました。 
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～入院中の転倒・せん妄・死亡率の低下を目指して～ 

看護師向けの新たな教育プログラムを開発 

P R E S S  R E L E A S E 

古木 秀明研究員 

本研究では、EBP のすべてのプロセスに関する教育を組み込んだプロ

グラムが、看護師による EBP の推進に効果的であることを実証しまし

た。本プログラムは、2 日間（1 日約 7 時間）で実施できるため、大学

や医療機関における教育へ活用・普及できるよう取り組んでいきたい

です。 
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＜用語解説＞ 
※1 エビデンスに基づく実践（Evidence-Based Practice：EBP）：研究によって得られた信

頼性の高いエビデンスや医療者の専門知識・技術、対象者の好みや価値観を統合し、質

の高い看護を実践するためのアプローチのこと。 
EBP は、以下の 5 つの Step で実践する。 
Step 1：臨床疑問の定式化、 Step 2：エビデンスの検索・入手、Step 3：エビデンスの

批判的吟味、Step 4：エビデンスの看護実践への適用、Step 5：看護実践の評価 
 
※2 EBP のすべてのプロセスに関する教育を組み込んだ新たな教育プログラム：病院の看

護師が臨床現場で直面する課題をシナリオに、EBP の step1～5 に関する講義と演習を

2 日間（1 日約 7 時間）実施するプログラム。 
 
※3 無作為化比較試験：参加者をランダムに複数のグループに分けて介入の効果を比較する

方法。教育プログラムなどの介入効果を厳密に評価することができる。 
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図：開発した教育プログラムの EBP の知識・技術、EBP の実践に対する効果 
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